
別表（第３条関係）

認定要件 具体的な取組例

レジ袋の削減

・レジ袋の配布を有料化又は廃止している。

・買物袋、かご等持参の呼びかけ、レジ袋辞退者に対して特典を設け

るなど、レジ袋の削減に努めている。

ごみの減量化、資源化の推進

・両面印刷を推進するなどごみの減量化に努めている。

・紙類、びん、缶、ペットボトル等の分別を徹底し、資源物のリサイ

クルを実施している。

簡易包装・無包装化の推進 ・包装紙、袋、箱等の簡素化又は廃止を推進している。

使い捨て製品の販売自粛又は使

用中止

・再生利用が可能な商品を積極的に販売又は使用している。

・食品トレイ、袋、箱その他使い捨て容器の販売又は使用を自粛して

いる。

・おしぼり、箸等の配布時は、使用するかどうか確認をしている。

・再使用可能な箸や食器を積極的に使用している。

・アメニティ製品の提供自粛又は詰め替えボトルへの変更を推進して

いる。

量り売り、ばら売り等の実施 ・量り売り、ばら売り、裸売りを推進している。

リターナブルびん等の使用及び

店頭回収

・リターナブルびん入りの製品や詰め替え可能商品を積極的に販売又

は使用している。

・リターナブルびん等の店頭回収を実施している。

販売商品の修理及び引き取り ・故障した商品の修理や、製品の引き取りを実施している。

納入時の通い箱利用

・商品納入時にリターナブルコンテナ等通い箱の利用を推進してい

る。

生ごみのリサイクル及び減量化

・食品残渣や使用済み食用油等を食用再生事業者へ引渡している。

・生ごみ処理機を導入し、食品残渣を堆肥化している。

・作り置きを止め、食品残渣が出ない工夫をしている。

・生ゴミの水切りを徹底している。

再生品の利用及び販売

・事務用品やトイレットペーパーなどに再生品を利用している。

・広告チラシ等に再生紙を利用している。

・制服、エプロン等に再生品を利用している。

容器包装材の店頭回収

・食品トレイ、紙パック、ペットボトル、缶等の店頭回収を実施して

いる。

環境配慮型商品の使用及び販売

・環境ラベル（エコマーク、グリーンマーク等）製品、リサイクル製

品を積極的に使用又は販売している。

・環境にやさしい商品の販売コーナーを設置している。

・環境にやさしい無農薬農産物や地元産品等を積極的に使用又は販売

している。

廃棄物削減目標の設定

・廃棄物の排出量を把握し、削減目標を設定するとともに、目標達成

に向け努力している。

環境に関する啓発活動の実施

・環境方針や環境目標を設定している。

・環境に関する社員研修を実施している。

・利用客へ環境方針や取り組みの情報を提供している。

・ISO14001、エコアクション21等の認証を取得している。

・日光市クリーンパートナー制度への登録など清掃活動へ参加してい

る。

省エネルギーの推進

・冷暖房の温度調節、照明ＯＡ機器のスイッチオフ等、節電を励行し

ている。

・クールビズ・ウォームビズを実践している。

・低燃費車・低公害車等を積極的に導入している。

・公共交通機関や自転車を利用するなど、エコ通勤を推進している。

クリーンエネルギー・省エネル

ギー施設の導入

・コージェネレーション設備やエネルギー管理システムを導入してい

る。

・雨水や中水道の利用設備等を導入している。

・太陽光、風力、地熱等の自然エネルギーを積極的に活用している。

・屋上緑化、敷地内緑化を推進している。

その他 ・事業者の創意工夫による取組みを実施している。


